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「何もない」を地域資源と捉えたまちづくりとしての「歌とピクニック」 
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１． 活動方針・目的 

事業コンセプト 

「都市と中山間部の新たな価値交流」を目的とした、持続可能な自助型まちづくり活動 

基本コンセプトは、地域にも忘れ去られ、観光資源にもならない「何もない」と言われてし

まう、山の中や川、田園風景や駅舎などを最大限の「資源」として利用し、イベントを通じて

都市部と地元（中山間部）の人々の観光や資源に対する意識の変換を目的としています。 

歌とピクニックは、地元有志の「まちをよい方向に」という思いにより立ち上げられた民間

の活動であり、対外的にもしっかりアピールしたい丹波のブランド農作物やその他の特産物だ

けでなく、その目線でこれまで取り上げられてこなかった丹波の魅力を再発見しする。そうい

った新たな魅力を都市部と地元にしっかりとアピールし、イベントとしてしっかり構築する事

で、都市と中山間部である丹波との新たな価値交流が生まれ、新たな交流を促す事が目的とす

る。 

２． 活動内容 

本事業は 2011 年 10 月 8 日（土）〜9 日（日）と 2012 年 10 月 13 日（土）〜14 日（日）の２

日間にわたり、丹波市市島町の「うぐいすの森自然公園」にて行った。メイン会場とサテライ

ト会場（ワークショップ等）での構成をし、参加者がイラストマップやタイムテーブルを持ち

ながら、様々な丹波の魅力に触れる事の出来るイベントを開催した。また JR 様の協力のもと、

駅舎待合室でのアート展示や歌ピクアートシャトルバス運行により、『電車にのる事からイベン

ト』と感じられるツーリズムを実現。 

さらに、メイン会場であるキャンプ場や丹波市内の提携の宿泊施設と連携し、日帰りだけで

なく、宿泊滞在も出来るこれまでにないイベントを構築する。 

 

３． 他の活動団体の参考となる事例 

歌とピクニックは地元の自然公園など、（ほったらかされた森のような状態）を委員会で整備

し、イベントを行うものですが、2012 年度の大きな特徴として、JR 利用促進と地域住民への交

通渋滞緩和による負担軽減のため、JR 西日本の協力を得て駅舎内の待合室をサテライト会場と

して利用。初年度の来場者から鑑みて、自家用車での来場を少しでも減らし、開催地の住民へ

の負担を軽減する事が目的とした。乗車中の車窓から見える景色自体もイベントの醍醐味とし、

阪神間からの多くの来場客を JR での誘致を行う事に成功。またシャトルバスを走らせる事で、

会場迄の道のりも一切渋滞が起きず、地域住民からのクレームは一切なかった。 

 

４． 今後の課題等 

2011 年、2012 年と同じ場所で行っているので、次回は全然違う場所で、違う内容で行う事を

課題と目標としている。同じ場所で行うとそこが観光地化されてしまい意図とそぐわないので、

地域にすら忘れられている「何にもない場所」を私達の資源とする事で、観光地だけに頼らな

い豊かな価値が産まれると考えています。 



「何もないは資源です。」
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